
■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和２年度補正予算
                 

　
○条例の制定(３件)
　・徳島県新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に関する

条例　など
○条例の改正(７件)
　・食品衛生法施行条例の一部改正　など
○負担金案件(７件) ○契約案件(４件 )
○人事案件(１件 ) ○その他(１件 )
●可決された意見書 ( 1 件)
　・中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化

に関する意見書

　開会日には、９月補正予算などが提案され、同予算の三つの柱である新型
コロナ対策・災害列島対策・人口減少対策のほか、消費者庁移転、ＧＩＧＡス
クール構想の推進などの重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活動の
引き上げとの両立を図る条例案などが追加提案されました。
　代表・一般質問では、新型コロナウイルス感染症に関し、提出予定条例の
概要、医療・検査体制の充実、高齢者施設の対策強化、観光振興等の社会経済
活動の活性化や農畜水産業者への支援、コロナ禍における防災対策、教育現
場における感染防止策等について、そのほか、新ホールの整備、河川の治水
対策、スマート農業の実装、児童の社会的養育の推進、脱炭素社会実現への
取り組みなどについて論議しました。
　今定例会では、「中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強
化に関する意見書」を議員提出し、可決しました。また、知事提出議案26件
を原案どおり可決・同意しました。

令和２年
９月11日～10月７日9月定例会の概要 会

期

・一般会計（１件 )／補正予算額は173億7，837万7千円の増額で、
補正後の予算は、5，641億4，130万2千円

・特別会計（２件 )

主な審議の結果

　県議会では新型コロナウイルス感染拡大という新たな国難を乗り越えるべく、県執行機関とともに取り組みを進めています。全国に緊急事
態宣言が発令された４月16日以降の県議会の主な対応をまとめました。

■本会議において代表・一般質問を行った全ての議員が、医療検査体制の整備や
県内経済の回復に向けた取り組みなど新型コロナ対策について議論しました。

（６月定例会・９月定例会） 

徳島県議会　定例会の概要 検 索

新型コロナウイルス感染症対策に関する県議会の対応

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに
掲載しています。

本会議

本会議（採決）

防災・感染症対策特別委員会

■全議員提案による意見書を可決し、国等の関係機関へ提出しました。
●「新型コロナウイルスから地方の生活と経済を守るための対策強化に関する
　意見書」（４月30日：４月臨時会）
●「中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化に関する意見書」
（９月11日：９月定例会）

徳島県議会 会議録検索システム

■本会議において関係する補正予算を審議・可決しました。
●国の新型コロナ緊急経済対策に呼応した４月補正予算
（４月30日：４月臨時会）

●新型コロナ緊急対策を柱とした６月補正予算
　（６月15日：６月定例会）
●国の第二次補正予算に即応し追加提案された補正予算
（７月６日：６月定例会）

●３つの国難打破へ施策展開を加速する９月補正予算
　（10月７日：９月定例会）

■全会派から新型コロナウイルス感染症に係る対策の強化に
ついて知事へ緊急要望しました。（４月17日・５月27日）

県議会としては、引き続き、県民の皆様の生活を守るため、感染拡大の防止と必要な支援に全力で取り組んでまいります。

詳しくは

■防災対策特別委員会の付議事件に感染症対策に関する調査を追加し、
　「防災・感染症対策特別委員会」へと変更しました。（４月30日：４月臨時会）
■各常任・特別委員会において新型コロナ関連の予算案や県の対応策について
　審査しました。（６月定例会・９月定例会）
■閉会中に常任委員会を開会し、危機管理調整費の執行に係る説明を聴取しました。
　（７月22日経済委員会、８月21日経済委員会・県土整備委員会） 

徳島県議会　委員会記録詳しくは
意見書の提出

代表・一般質問での論議

委員会での審査

知事への緊急要望
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補正予算の審議・可決　新型コロナ対策予算累計　736億円
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正
木
ダ
ム
の
治
水
機
能
を
高
め
る

貯
水
池
内
の
堆
砂
対
策
を

岡お
か

本も
と

富と
み

治じ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

正
木
ダ
ム
は
運
用
開
始
後
40

年
以
上
が
経
過
。
多
量
の
土
砂
が

流
入
し
、
一
部
は
洪
水
調
節
容
量

部
分
に
も
堆
積
し
て
い
る
。
治
水

機
能
を
高
め
る
貯
水
池
内
の
堆
砂

対
策
を
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
。

答　
堆
砂
対
策
に
当
た
り
地
元
調

整
と
調
査
設
計
を
速
や
か
に
進
め
、

今
年
度
末
に
は
進
入
路
工
事
を
開

始
。
来
年
秋
か
ら
県
管
理
ダ
ム
初

の
貯
水
池
内
の
掘
削
に
着
手
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
根

絶
や
県
民
の
生
活･

経
済
の
回
復

に
向
け
、
新
し
い
日
常
を
切
り
開

く
た
め
の
力
強
い
条
例
が
不
可

欠
。
条
例
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を

盛
り
込
み
、対
策
を
講
じ
る
の
か
。

答　
県
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
等
の
見
え
る
化
の
推
進
、
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の
公
表
基
準
、
差

別
や
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
の
禁
止
を
柱
と
し
、

新
た
な
感
染
状
況
に
即
応
す
る
。

　
　

令
和
3
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

県
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
県
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化

対
策
等
の
山
積
す
る
課
題
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

答　
コ
ロ
ナ
対
策
に
特
化
し
た
無

制
限
の
新
規
要
求
枠
を
設
け
る
と

と
も
に
、公
共
事
業
費
の
安
定
的
・

継
続
的
な
確
保
に
向
け
、
国
へ
の

働
き
掛
け
を
一
層
強
化
す
る
。

徳
島
小
松
島
港
津
田
地
区
の
活

性
化
へ
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

喜き

多た

宏ひ
ろ

思し

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

  　
今
年
度
末
の
四
国
横
断
道

開
通
で
、
活
性
化
に
向
け
た
機
運

が
高
ま
る
徳
島
小
松
島
港
津
田

地
区
。
活
性
化
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
、
分
譲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
3
年
春
の
分
譲
手
続
き

開
始
、
令
和
4
年
春
の
引
き
渡
し

に
向
け
、
事
業
を
推
進
。
今
後
、

活
性
化
計
画
の
次
な
る
段
階
に
向

け
た
調
査
・
検
討
に
着
手
す
る
。

　
　

徳
島
市
長
の
申
し
出
を
受

け
、
県
市
協
調
に
よ
る
新
ホ
ー
ル

整
備
の
検
討
に
着
手
す
る
方
針
が

知
事
か
ら
示
さ
れ
た
。
新
ホ
ー
ル

整
備
を
県
市
協
調
で
進
め
る
意
義

と
県
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
約
30
年
間
の
膠こ
う

着ち
ゃ
く

状
態
を
県

市
協
調
に
よ
り
打
破
し
、
2
千
席

規
模
の
新
ホ
ー
ル
と
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
ア
ミ
コ
ビ
ル
移
転
が
実
現

す
れ
ば
、県
都
の
活
性
化
に
寄
与
。

　
　

完
成
が
間
近
と
な
っ
た
徳
島

中
央
警
察
署
の
新
庁
舎
整
備
事

業
の
総
括
を
。
ま
た
、
県
民
の

関
心
が
高
い
新
庁
舎
の
供
用
開

始
時
期
は
い
つ
頃
と
な
る
の
か
。

答　
全
国
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ※1
手
法
で
整

備
。
県
警
察
の
セ
ン
タ
ー
署
と
し

て
万
全
の
治
安
維
持
機
能
に
加
え
、

大
規
模
災
害
時
は
防
災
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
機
能
す
る
。
供
用
開
始
は

令
和
3
年
3
月
1
日
と
決
定
し
た
。

入
所
施
設
に
お
い
て
感
染
防
止
に

配
慮
し
、
直
接
的
な
面
会
交
流
を

仁に

木き

啓よ
し

人ひ
と

（
新
し
い
県
政
を
創
る
会
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
入
所
施
設
で

は
面
会
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

家
族
と
の
つ
な
が
り
や
ふ
れ
あ
い

は
非
常
に
重
要
。
感
染
拡
大
防
止

の
確
保
に
最
大
限
配
慮
し
た
、
直

接
的
な
面
会
交
流
を
実
現
す
べ
き
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
に
必
要
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
支
援
に
加
え
、

窓
越
し
で
の
面
会
な
ど
、
感
染
防

止
と
家
族
間
の
交
流
機
会
を
確
保

す
る
取
組
事
例
を
横
展
開
す
る
。

　
　
交
通
死
亡
事
故
の
再
発
防
止

に
向
け
、
車
優
先
か
ら
人
優
先
の

道
路
環
境
を
整
備
す
べ
き
。
重
大

事
故
の
環
境
的
発
生
要
因
や
回
避

策
を
議
論
す
る
現
場
点
検
の
検
証

結
果
の
見
え
る
化
・
リ
ス
ト
化
を
。

答　
道
路
管
理
者
と
県
警
察
の
連

携
を
よ
り
強
化
し
、
死
亡
事
故
の

発
生
現
場
に
お
け
る
検
証
結
果
を

リ
ス
ト
化
す
る
こ
と
も
含
め
、
点

検
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
徳
島
市
か
ら
県
立
ホ
ー
ル
整

備
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
昨
年
度

の
本
県
議
会
で
の
決
議
の
内
容
を

踏
ま
え
、
県
・
市
の
土
地
問
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　
決
議
は
、
市
の
新
ホ
ー
ル
整

備
に
係
る
土
地
交
換
協
議
を
前
提

に
可
決
さ
れ
た
が
、
県
立
ホ
ー
ル

の
要
望
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
を

大
胆
に
転
換
し
、
市
が
抱
え
る
課

題
を
解
消
に
導
く
も
の
と
認
識
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き

黒く
ろ
さ
き﨑　

章あ
き
ら

（
新
風
と
く
し
ま
）

　
　
国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
国
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
も
踏
ま

え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に

向
け
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言

を
行
う
と
と
も
に
、
実
効
性
の
高

い
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
年
度
中

に
策
定
し
、
強
力
に
推
進
す
る
。

　
　
県
下
各
地
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ※

2

と
連
携

し
、
膨
大
な
自
然
・
歴
史
・
文
化

を
内
包
し
て
い
る
吉
野
川
の
観
光

資
源
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
、
吉
野
川
中
流
域
の
観
光
振

興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
観
光
情
報
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
吉
野
川
流
域
の
旬
の

観
光
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
と
連
携
し
観

光
商
品
の
造
成
を
加
速
さ
せ
る
。

　
　
吉
野
川
流
域
に
分
散
す
る
橋

を
、
架
橋
技
術
の
継
承
の
み
な
ら

ず
、
景
観
と
地
域
の
歴
史
や
遺
跡

な
ど
、
観
光
的
視
点
を
加
え
、
広

報
で
き
る
よ
う
、
橋
の
博
物
館
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

答　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
橋
を
巡
る
ブ
リ
ッ
ジ
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
や

Ｖ
Ｒ※
3

技
術
を
活
用
し
た
3
Ｄ
映

像
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
で
の
観
光
振
興
を

井い
の
し
た下

泰ひ
ろ
の
り憲

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
で
観
光
産
業
へ
の

影
響
は
深
刻
。
イ
ベ
ン
ト
や
宿
泊

施
設
は
新
生
活
様
式
を
導
入
し
た

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル※

4
へ
の
対
応
が
重
要

だ
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の

観
光
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
観
光
業
界
な
ど
か
ら
幅
広
く

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
実
効

性
の
高
い
観
光
振
興
基
本
計
画
の

取
り
ま
と
め
を
早
急
に
進
め
る
。

　
　

5
Ｇ※

5

の
普
及
と
さ
ら
に
そ
の

次
世
代
を
見
据
え
る
こ
と
が
重

要
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
強

み
と
し
て
き
た
地
方
の
代
表
と
し

て
、
何
か
を
仕
掛
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
と
く
し
ま
推
進
プ

ラ
ン
を
今
年
中
に
策
定
し
、
遠
隔

医
療
の
実
装
や
自
動
運
転
の
実
用

化
な
ど
、
5
Ｇ
を
活
用
し
た
未
来

志
向
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

　
　

通
学
時
の
Ｊ
Ｒ
の
3
密
対
策

に
つ
い
て
は
、
臨
時
通
学
バ
ス
の
運

行
継
続
と
混
雑
の
実
態
に
応
じ
た

新
た
な
区
間
で
の
運
行
の
検
討
が

必
要
。
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
ど
う
評

価
し
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答  

生
徒
や
保
護
者
等
か
ら
評
価

を
得
て
お
り
、
現
行
区
間
の
運
行

を
来
年
2
月
末
ま
で
延
長
す
る
と

と
も
に
、
11
月
以
降
は
新
た
に
鳴

門
方
面
で
の
運
行
を
開
始
す
る
。

県
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
進
め

る
新
た
な
企
業
立
地
戦
略
を

北き
た

島じ
ま

一か
ず

人と

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

製
造
業
等
の
企
業
変
革
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

(

Ｄ
Ｘ※

6)

の
実
装
が
不
可
欠
。
県
内

企
業
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
戦
略
的
に
進

め
る
新
た
な
企
業
立
地
戦
略
は
。

答　
大
型
投
資
対
象
の
補
助
の
新

設
、
Ｄ
Ｘ
導
入
を
支
援
す
る
融
資
の

新
設
、
企
業
人
材
の
育
成
か
ら
な

る
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
設
し
、
県

内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
投
資
を
促
進
す
る
。

　
　

農
作
業
の
省
力
化
や
高
品
質

な
作
物
生
産
な
ど
の
課
題
解
決
に

向
け
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用

し
、
安
定
的
な
農
業
経
営
に
資
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
必
要
。
ど
の

よ
う
に
実
装
に
取
り
組
む
の
か
。

答  

実
用
段
階
に
あ
る
農
薬
散
布

用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
導
入
を
支

援
。
レ
ン
コ
ン
の
超
省
力
栽
培

の
実
証
や
5
Ｇ
な
ど
の
未
来
技

術
を
活
用
し
た
研
究
を
進
め
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
保
健
所
機
能
の

維
持
・
強
化
が
必
要
で
あ
る
が
、

保
健
所
の
人
員
体
制
強
化
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答　
県
内
の
最
前
線
基
地
で
あ
る

徳
島
保
健
所
疾
病
対
策
担
当
の
人

員
を
約
4
倍
に
増
強
。
感
染
症
対

策
特
別
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
感
染
者

多
発
時
に
迅
速
か
つ
機
動
的
に
対

策
班
を
派
遣
す
る
体
制
を
つ
く
る
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

古ふ
る

川か
わ

広ひ
ろ

志し

（
公
明
党
県
議
団
）

　
　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
価
格

を
付
け
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ※
7

の
導
入
に
対
す
る
知
事
の
見
解

は
。
ま
た
、
全
国
知
事
会
に
お
い

て
、
よ
り
一
層
深
化
し
た
議
論
を
。

答　
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
を
促

す
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

国
に
対
し
導
入
を
提
言
し
て
き
た
。

全
国
知
事
会
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
中
心
に
議
論
を
進
め
る
。

　
　

豪
雨
時
は
、
避
難
行
動
が
命

を
守
る
た
め
の
最
重
要
の
対
策
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
弱
者
へ
の
対
策

　

代
表
代
表
・・一
般
質
問

一
般
質
問
か
ら
か
ら

代
表
質
問

問問

問

問問問

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
部
局
の
答
弁
の

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
部
局
の
答
弁
の

趣
旨
は

趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

次
の
と
お
り
で
す
。

答 

知
事
の
答
弁
　 

答 

関
係
部
局
の
答
弁

問

問問

問

問

一
般
質
問

議会トピックス
問問問

問 問問

問 問問

(2)とくしま県議会だより



る
が
、
雇
用
の
維
持
確
保
に
向
け

て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答  

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
上

回
る
規
模
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
早
急
に
創
設
す
る
よ
う
、
引
き

続
き
国
に
提
言
す
る
。 

ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
等
に
よ
り

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
展
開
す
る
。

　
　

実
親
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
供
た
ち
が
よ
り
家
庭
的

な
環
境
の
下
で
成
長
で
き
る
よ

う
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的

養
育
の
一
層
の
充
実
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
社
会
的
養
育
を
推
進
す
る
徳

島
こ
ど
も
未
来
応
援
プ
ラ
ン
を
策

定
。
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
関※1

※

の
展

開
や
本
県
独
自
の
里
親
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
等
の
施
策
を
進
め
る
。

授
業
展
開
に
よ
り
児
童
生
徒
の
学

び
の
充
実
に
有
効
。
県
立
学
校
へ

の
導
入
を
戦
略
的
に
進
め
る
べ
き
。

答　
全
県
立
高
校
で
、
国
語・数
学・

英
語
等
の
教
科
を
中
心
に
導
入
を

進
め
、直
ち
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

優
れ
た
活
用
事
例
を
共
有
す
る
サ

イ
ト
を
12
月
目
途
に
開
設
す
る
。

　
　

施
設
栽
培
の
果
樹
や
花
き
、
ブ

ラ
ン
ド
畜
産
物
等
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
大
き
い
。
本
県
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
守
り
、
生
産
者
が

安
心
し
て
農
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答 

融
資
や
補
助
に
よ
る
資
金
繰

り
支
援
や
来
期
の
作
付
け
支
援
、

手
数
料
無
料
の
通
販
サ
イ
ト
開
設

等
に
よ
る
需
要
喚
起
や
販
路
開
拓

に
取
り
組
み
、
生
産
者
を
支
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
検
査
体

制
を
よ
り
一
層
強
化
す
べ
き

井い

川か
わ

龍り
ゅ
う

二じ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

今
後
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
期
を
見
据
え
た
検
査
需
要

に
応
え
る
た
め
、
全
庁
を
挙
げ
た

検
査
体
制
整
備
を
行
い
、
民
間
の

医
療
機
関
と
も
連
携
し
、
よ
り
一
層

の
検
査
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
。

答　
県
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー

等
へ
検
査
機
器
を
増
設
。
行
政
検

査
に
係
る
県
医
師
会
と
の
集
合
契

約
等
、
検
査
急
増
時
に
即
応
で
き

る
よ
う
検
査
体
制
を
強
化
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
引

く
中
、
今
後
、
離
職
者
の
増
加
な

ど
雇
用
情
勢
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

け
る
よ
う
、
社
会
経
済
活
動
の
活

性
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答 

民
間
事
業
者
の
提
案
を
社
会

実
装
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
と
リ
ア
ル
を
融

合
し
た
新
た
な
手
法
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
リ
ス
タ
ー
ト
を
進
め
る
。

　
　

記
録
的
な
猛
暑
や
豪
雨
が
頻

発
し
、
強
大
な
台
風
も
増
加
す
る

等
、
気
候
変
動
対
策
は
喫
緊
の
課

題
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
量
に
排
出

す
る
火
力
発
電
所
を
削
減
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
る
べ
き
。

答　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ

る
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
、
県

内
企
業
の
環
境
配
慮
型
経
営
等
に

対
し
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

岩い
わ

佐さ

義よ
し

弘ひ
ろ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
避
難
所
の

3
密
回
避
は
喫
緊
の
課
題
。
大
規

模
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
感
染

症
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
市
町
村
と
連
携
し
、
サ
ブ
避

難
所※

8

の
確
保
等
を
推
進
。
ま
た
、

物
資
を
一
元
的
に
把
握
し
、
発
災

時
に
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援※

9

を
行
う
。

さ
ら
に
、
事
前
避
難
先
と
し
て
ホ

テ
ル
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

　
　

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

は
、
電
子
黒
板
へ
の
拡
大
表
示
、

動
画
や
音
声
の
活
用
な
ど
多
様
な

強
化
を
含
め
、
逃
げ
遅
れ
を
出
さ
な

い
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
方
策
を
。

答　
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難

確
保
計
画
の
作
成
支
援
や
雨
量
情

報
の
配
信
シ
ス
テ
ム
改
良
等
に
係

る
予
算
を
提
案
。
ま
た
、
市
町
村

と
連
携
し
、
防
災
情
報
の
在
り
方

や
周
知
方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
・
ク
ラ

ス
タ
ー
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢

者
・
障
が
い
者
施
設
等
の
新
規
入

所
者
や
必
要
性
の
あ
る
職
員
に
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
が
公
費
ま
た
は
少
な

い
負
担
で
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
。

答　
国
か
ら
検
査
体
制
の
抜
本
的

な
拡
充
に
関
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
。
今
後
の
動
き
に
迅
速
に

呼
応
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
施

設
等
の
検
査
体
制
強
化
を
進
め
る
。

感
染
性
疾
患
流
行
期
に
お
け
る

病
院
機
能
維
持
の
取
り
組
み
を

大お
お

塚つ
か

明あ
き

廣ひ
ろ

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

秋
冬
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
流
行
期
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
以
外
の
患
者
の
治
療
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
医
療
機
関
の
負

担
を
軽
減
し
、
病
院
の
機
能
維
持

を
図
る
た
め
の
県
の
取
り
組
み
は
。

答　
重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
方
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
宿
泊
療
養
に

移
行
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
等
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種

の
自
己
負
担
分
を
無
償
化
す
る
。

　
　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
、

新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
、

県
民
が
明
る
い
未
来
予
想
図
を
描

み
と
し
て
き
た
地
方
の
代
表
と
し

て
、
何
か
を
仕
掛
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
と
く
し
ま
推
進
プ

ラ
ン
を
今
年
中
に
策
定
し
、
遠
隔

医
療
の
実
装
や
自
動
運
転
の
実
用

化
な
ど
、
5
Ｇ
を
活
用
し
た
未
来

志
向
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

　
　

通
学
時
の
Ｊ
Ｒ
の
3
密
対
策

に
つ
い
て
は
、
臨
時
通
学
バ
ス
の
運

行
継
続
と
混
雑
の
実
態
に
応
じ
た

新
た
な
区
間
で
の
運
行
の
検
討
が

必
要
。
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
ど
う
評

価
し
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答  

生
徒
や
保
護
者
等
か
ら
評
価

を
得
て
お
り
、
現
行
区
間
の
運
行

を
来
年
2
月
末
ま
で
延
長
す
る
と

と
も
に
、
11
月
以
降
は
新
た
に
鳴

門
方
面
で
の
運
行
を
開
始
す
る
。

県
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
進
め

る
新
た
な
企
業
立
地
戦
略
を

北き
た

島じ
ま

一か
ず

人と

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

製
造
業
等
の
企
業
変
革
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

(

Ｄ
Ｘ※

6)

の
実
装
が
不
可
欠
。
県
内

企
業
の
Ｄ
Ｘ
実
装
を
戦
略
的
に
進

め
る
新
た
な
企
業
立
地
戦
略
は
。

答　
大
型
投
資
対
象
の
補
助
の
新

設
、
Ｄ
Ｘ
導
入
を
支
援
す
る
融
資
の

新
設
、
企
業
人
材
の
育
成
か
ら
な

る
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
設
し
、
県

内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
投
資
を
促
進
す
る
。

　
　

農
作
業
の
省
力
化
や
高
品
質

な
作
物
生
産
な
ど
の
課
題
解
決
に

向
け
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用

し
、
安
定
的
な
農
業
経
営
に
資
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
必
要
。
ど
の

よ
う
に
実
装
に
取
り
組
む
の
か
。

答  

実
用
段
階
に
あ
る
農
薬
散
布

用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
導
入
を
支

援
。
レ
ン
コ
ン
の
超
省
力
栽
培

の
実
証
や
5
Ｇ
な
ど
の
未
来
技

術
を
活
用
し
た
研
究
を
進
め
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
保
健
所
機
能
の

維
持
・
強
化
が
必
要
で
あ
る
が
、

保
健
所
の
人
員
体
制
強
化
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答　
県
内
の
最
前
線
基
地
で
あ
る

徳
島
保
健
所
疾
病
対
策
担
当
の
人

員
を
約
4
倍
に
増
強
。
感
染
症
対

策
特
別
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
感
染
者

多
発
時
に
迅
速
か
つ
機
動
的
に
対

策
班
を
派
遣
す
る
体
制
を
つ
く
る
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

古ふ
る

川か
わ

広ひ
ろ

志し

（
公
明
党
県
議
団
）

　
　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
価
格

を
付
け
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ※
7

の
導
入
に
対
す
る
知
事
の
見
解

は
。
ま
た
、
全
国
知
事
会
に
お
い

て
、
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。

　
　

豪
雨
時
は
、
避
難
行
動
が
命

を
守
る
た
め
の
最
重
要
の
対
策
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
弱
者
へ
の
対
策

問問問

問 問 問

問問問

問

●�議会のＩＣＴ化を推進し、業務効率の向上等を図るため、ペー
パーレス会議システムの体験会を実施し、タブレット端末
や会議システムを実際に操作することにより、操作イメー
ジの把握や機能の確認をしました（８月28日、９月11日）。

●�国際交流議員連盟が、2020年度外国人による徳島県日本
語弁論大会に出席しました (７月18日)。

●�過疎対策推進議員連盟が、徳島県とともに、自由民主党過
疎対策特別委員長等に対し、新たな過疎対策法の制定に関
する提言を行いました (７月29日)。

●�四国大学との包括連携協定に基づく事業として、学生が
県議会の会派及び議員の活動を体験する議会インターン
シップを実施しました（８月 31日から９月 16日までの４
日間）。また、議会ホールにおいて、運動部の活動パネルの
展示を行いました（９月 11日から 10月７日まで）。

議会トピックス

議員連盟の活動

用 語 解 説

※1【ＰＦＩ手法】
　PFI とは「Private Finance Initiative」の
略で、民間の資金やノウハウを活用して、民間
に施設整備や維持管理運営をゆだねることで、
効率的かつ効果的な公共サービスの提供を図る
手法。

※ 2【ＤＭＯ】
　「Destination Management/Marketing 
Organization」の略で、「観光地経営」の視点
に立った観光地域づくりの舵取り役として、多
様な関係者と協同しながら、明確なコンセプト
に基づいた観光地域づくりを実現するための戦
略を策定するとともに、戦略を着実に実施する
ための調整機能を備えた法人。

※ 3【ＶＲ】
　「Virtual Reality」の略で、コンピュータの
作り出す仮想世界において、実際には存在しな
いものを現実であるかのように表現、体験でき
ること。

※ 4【ニューノーマル】
　直訳すると「新しい常態・常識」。ここでは、
新型コロナウイルス感染症対策として「新しい生
活様式」（身体的距離の確保、マスクの着用、手
洗い・消毒など）が定着した状態を指す。

※ 5【５G】
　「５th Generation（世代）」の略であり、「第
５世代移動通信システム」のこと。４Ｇを発展
させた「超高速」だけでなく、「多数接続」、「超
低遅延」といった新たな機能をもつ次世代の移
動通信システム。

※ 6【ＤＸ】
　「Digital Transformation」の略。もともとは

「ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でよ
り良い方向に変化させる」という概念で、企業
においては、データとデジタル技術を活用して、
製品やサービス、ビジネスモデル等を変革し、
競争力を強化させること。

※ 7【カーボンプライシング】
　温室効果ガスである二酸化炭素（ＣＯ２）の排出
量に価格付けを行うこと。ＣＯ２の排出量に応
じた負担を企業や家庭に求めることで、排出量
削減に取り組む動機付けとなる。具体的には、炭
素税や排出量取引制度などがある。

※ 8【サブ避難所】
　災害時に避難所の３密を回避するため、既に
市町村が指定している避難所（指定避難所）以
外に、地域の集会所や消防団詰所、民間事業所
など、臨時的に選定・確保する避難所のこと。

※ 9【プッシュ型支援】
　被災した自治体からの具体的な要請を待たず
に、避難所や避難者に必要不可欠と見込まれる
物資を調達し、被災地に物資の緊急輸送を行う
こと。

※ 10【フォスタリング機関】
　里親養育包括支援機関のこと。フォスタリン
グ業務（里親の募集・開拓から研修、子どもと
里親家庭のマッチング、委託後の支援まで一貫
した里親支援）を包括的に実施する。

とくしま
スマートライフ宣言

～「新しい生活様式」を取り入れた「感染症に強い徳島」づくり～～

(3)�とくしま県議会だより



■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和２年度補正予算
                 

　
○条例の制定(３件)
　・徳島県新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に関する

条例　など
○条例の改正(７件)
　・食品衛生法施行条例の一部改正　など
○負担金案件(７件) ○契約案件(４件 )
○人事案件(１件 ) ○その他(１件 )
●可決された意見書 ( 1 件)
　・中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化

に関する意見書

　開会日には、９月補正予算などが提案され、同予算の三つの柱である新型
コロナ対策・災害列島対策・人口減少対策のほか、消費者庁移転、ＧＩＧＡス
クール構想の推進などの重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活動の
引き上げとの両立を図る条例案などが追加提案されました。
　代表・一般質問では、新型コロナウイルス感染症に関し、提出予定条例の
概要、医療・検査体制の充実、高齢者施設の対策強化、観光振興等の社会経済
活動の活性化や農畜水産業者への支援、コロナ禍における防災対策、教育現
場における感染防止策等について、そのほか、新ホールの整備、河川の治水
対策、スマート農業の実装、児童の社会的養育の推進、脱炭素社会実現への
取り組みなどについて論議しました。
　今定例会では、「中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強
化に関する意見書」を議員提出し、可決しました。また、知事提出議案26件
を原案どおり可決・同意しました。

令和２年
９月11日～10月７日9月定例会の概要 会

期

・一般会計（１件 )／補正予算額は173億7，837万7千円の増額で、
補正後の予算は、5，641億4，130万2千円

・特別会計（２件 )

主な審議の結果

　県議会では新型コロナウイルス感染拡大という新たな国難を乗り越えるべく、県執行機関とともに取り組みを進めています。全国に緊急事
態宣言が発令された４月16日以降の県議会の主な対応をまとめました。

■本会議において代表・一般質問を行った全ての議員が、医療検査体制の整備や
県内経済の回復に向けた取り組みなど新型コロナ対策について議論しました。

（６月定例会・９月定例会） 

徳島県議会　定例会の概要 検 索

新型コロナウイルス感染症対策に関する県議会の対応

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに
掲載しています。

本会議

本会議（採決）

防災・感染症対策特別委員会

■全議員提案による意見書を可決し、国等の関係機関へ提出しました。
●「新型コロナウイルスから地方の生活と経済を守るための対策強化に関する
　意見書」（４月30日：４月臨時会）
●「中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化に関する意見書」
（９月11日：９月定例会）

徳島県議会 会議録検索システム

■本会議において関係する補正予算を審議・可決しました。
●国の新型コロナ緊急経済対策に呼応した４月補正予算
（４月30日：４月臨時会）

●新型コロナ緊急対策を柱とした６月補正予算
　（６月15日：６月定例会）
●国の第二次補正予算に即応し追加提案された補正予算
（７月６日：６月定例会）

●３つの国難打破へ施策展開を加速する９月補正予算
　（10月７日：９月定例会）

■全会派から新型コロナウイルス感染症に係る対策の強化に
ついて知事へ緊急要望しました。（４月17日・５月27日）

県議会としては、引き続き、県民の皆様の生活を守るため、感染拡大の防止と必要な支援に全力で取り組んでまいります。

詳しくは

■防災対策特別委員会の付議事件に感染症対策に関する調査を追加し、
　「防災・感染症対策特別委員会」へと変更しました。（４月30日：４月臨時会）
■各常任・特別委員会において新型コロナ関連の予算案や県の対応策について
　審査しました。（６月定例会・９月定例会）
■閉会中に常任委員会を開会し、危機管理調整費の執行に係る説明を聴取しました。
　（７月22日経済委員会、８月21日経済委員会・県土整備委員会） 

徳島県議会　委員会記録詳しくは
意見書の提出

代表・一般質問での論議

委員会での審査

知事への緊急要望
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補正予算の審議・可決　新型コロナ対策予算累計　736億円

検 索

検 索

●総務委員会
　公安委員会関係では、県警察の災害対策、通学路の交通安全対策につい
て、未来創生文化部関係では、旧文化センター跡地への新ホール整備に向
けた方向性、インターネット上の人権侵害への対
応について、経営戦略部・監察局関係では、行政事
務のデジタル化の推進について、政策創造部関係
では、国勢調査の実施状況についてなど、それぞ
れ質疑や提言がありました。

●文教厚生委員会
　保健福祉部・病院局関係では、徳島県国民健康保険運営方針の改定内容、
新型コロナウイルス感染症対策、徳島県鳴門病院第３期中期目標、介護人
材確保対策や介護予防施策について、教育委員会
関係では、通学時のＪＲ車両過密対策、ＧＩＧＡス
クール構想推進本部における検討状況、スポーツ
の競技力向上、教員の働き方改革についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

●経済委員会
　労働委員会関係では、労働相談の状況について、商工労働観光部関係で
は、｢ニューノーマル阿波おどりの祭典」の開催概要、
とくしま応援割の実績と今後の取り組みについて、農
林水産部関係では、徳島すだちキャンペーン等を通じ
た県産食材生産者に対する支援の実施状況と今後の
取り組み、県産農林水産物の輸出促進についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

●県土整備委員会
　県土整備部関係では、新たな海上交通の実証運航、緊急地方道路整備事
業に係る補正予算について、企業局関係では、容量市場※1における入札結
果、川口ダム上流域の河川環境改善について、危機管理環境部関係では、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に関
する条例の具体的内容や県民及び事業者等への
周知、水素エネルギーの普及促進についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

議会日程 ※日程は予定であり、変更する
　場合があります。

令和2年11月定例会の日程
11月25日 …………… 常任委員会
11月26,27日 ……… 特別委員会
11月30日 …………… 本会議（開会）
12月３日 …………… 本会議（代表質問）
12月４日 …………… 本会議（一般質問）
12月８～11日 ……… 常任委員会
12月14,15日 ……… 特別委員会
12月18日 …………… 本会議（閉会）

●この広報紙は、新聞折り込みによりお届けし
ています。また、市役所､町村役場、総合県民
局、県合同庁舎、県庁ふれあいセンター及び
県議会事務局でもお渡ししています。

●地方創生対策特別委員会
　とくしま応援割に関し、利用実績及び圏域ごとの宿泊施設利用状況並び
に国の支援策を生かした今後の観光支援策等、とくしま回帰の推進におけ
る教育委員会との連携について、質疑がありまし
た。そのほか、新たな海上交通に関し、プロジェク
トチームでの意見概要や導入に向けた方策、県内
観光地を巡る無料周遊バスなどについて、質疑や
提言がありました。

　令和元年度徳島県一般会計歳入歳出決算並びに各特別会計歳入歳出決
算の認定について審査するため、普通会計決算認定特別委員会を設置し
ました。
　委員は、次の 9名です。

●防災・感染症対策特別委員会
　新型コロナウイルス感染症に関し、提出予定条例におけるクラスター発生
施設の公表基準等の具体的内容、検査体制の強化、
退院基準の見直し内容、ＬＩＮＥを活用した啓発な
どについて、質疑がありました。そのほか、洪水対策
に係る全庁的な取り組みや避難のタイミング、コロ
ナ禍における大規模災害対策、山地防災力の強化
などについて、質疑や提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　とくしま浄化槽連絡協議会の概要、災害時における浄化槽汚泥の収集・
運搬・処理、旧吉野川流域下水道事業の取り組み、旧吉野川流域におけるナ
ガエツルノゲイトウ※2の対策、徳島市におけるカ
モの食害対策について、質疑がありました。その
ほか、ナラ枯れ被害対策、県内における木質バイ
オマスエネルギーの状況、太陽熱利用施設の普
及などについて、質疑や提言がありました。

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　ＤＶ相談及び性暴力被害相談の短縮ダイヤルに関し、相談件数や県民へ
の周知・啓発等、高齢者のフレイル※3対策に係る進捗状況及び今後の取り
組み、県版の介護助手制度及び保育助手制度の
現状について、質疑がありました。そのほか、ひと
り親家庭子ども応援事業の実施状況及び周知、県
内の不妊治療の現状、少人数学級の取り組みなど
について、質疑や提言がありました。

普通会計決算認定特別委員会
　県が行う電気事業、工業用水道事業、土地造成事業、駐車場事業及び
病院事業の令和元年度決算の認定等について審査するため、企業会計決
算認定特別委員会を設置しました。
　委員は、次の9名です。

　本会議の傍聴及び委員会の視聴については、新
型コロナウイルス感染症の状況により自粛をお願
いする場合がございます。詳しくは、県議会ホーム
ページでご確認ください。

　本会議の議事録については平成３年分から、委員
会記録については平成23年分から、それぞれ県議会
ホームページで閲覧することができます。

　「県議会だより」の録音版（カセット・ＣＤ）、点字版
をご希望の方は、次のところへご連絡ください。

企業会計決算認定特別委員会

●本会議の傍聴等について

　県議会のホームページでは、本会議の模様を生中
継及び録画配信（過去４年分）しています。
　パソコンのほか、スマートフォンやタブレット端
末でも見ることができますので、是非ご覧ください。
　なお、代表・一般質問の前日に、質問項目と要旨

（予定）をホームページに掲載しています。

●インターネットで議会中継が見られます

●「県議会だより」録音版・点字版について

●本会議の議事録等について

委 員 長　井川　龍二　　　
副委員長　原　　徹臣
委　　員　浪越　憲一  ・  井下　泰憲  ・  山西　国朗  ・  西沢　貴朗
　　　　　高井　美穂  ・  東条　恭子  ・  達田　良子

徳島県議会 会議録検索システム 検 索

徳島県議会　委員会記録 検 索

連絡先／障がい者交流プラザ　視聴覚障がい者支援センター
        TEL：088－631－1400徳島県議会　インターネット中継 検 索

常任委員会

特別委員会

※１【容量市場】
　将来における日本全体の供給力（容量）を確保するための電力
取引市場のひとつであり、「発電した電力量（kWh）」ではなく、「発
電することができる能力（kW）」（供給力）を取引する。日本では
2020年度に創設された。

※２【ナガエツルノゲイトウ】
　南アメリカ原産のヒユ科の多年草。河川や水路の
水面にマット状に繁茂し、治水や生態系に悪影響を
及ぼすことから、特定外来生物に指定されている。

※３【フレイル】
　加齢に伴い心身の活力が低下し、入院や
要介護の危険性が高まる状態。

用
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説

委 員 長 元木　章生　　　
副委員長 福山　博史
委　　員 喜多　宏思  ・  岡本　富治  ・  増富　義明  ・  立川　了大

黒﨑　　章  ・  仁木　啓人  ・  扶川　　敦

9月定例会委員会の概要
(4)とくしま県議会だより


